
０８３ 江戸時代  天保の改革  

      【天保の改革】 

・享保の改革、寛政の改革を理想とする 

 復古的政策。老中 水野忠邦   

 

① 人返しの法  

 ・江戸に流入した貧民の帰郷を強制 

 

 

② 印旛沼 、手賀沼の掘割工事(また失敗) 

 ・江戸への物資流通路の確保も目的。 

 

③ 株仲間解散令   

 

 

 

 

 

 

 

 各地で 在郷商人 が台頭 

 

 

 

 

 

④ 風俗取締り令   

 

 

⑤ 三方領知替  の撤回 

 ・川越･庄内･長岡 3藩の領知の入れ替え 

 →領民の反対で撤回に追い込まれた。 

 

⑥ 上知令  の撤回、辞任 

 ・豊かな江戸･大坂の 50万石を直轄に 

  して幕府財政安定と要地防衛を強化 

 →譜代大名や旗本の反対で撤回した。 

    【薩・長・土・肥の浮上】 

①薩摩藩の財政再建成功 

  調所広郷 による財政改革 

 ・琉球貿易の強化、 

 ・ 俵物 密貿易の推進 

 ・奄美諸島の黒砂糖の 専売制  

 

②長州藩の財政再建成功 

  村田清風 による財政改革 

 ・防長大一揆〔専売制反対一揆〕 

  →紙、蝋の専売制やめる 

 ・藩営商社  越荷方 を 下関 に設置 

  して本来上方に運ばれるべき商品(越荷)を 

  買い取り、他所に販売して利益を上げた。 

  下関を通る 北前船 相手に倉庫業も。   

 

③ 肥前藩 の近代化 

 ・藩主  鍋島直正   

 

 ・ 均田制  →本百姓体制の再建 

 ・有田焼の専売. 

 ・ 大砲製造所 と 反射炉 を築造 

 →日本で最も洋式軍事工業が進んだ藩 

  

 

④土佐藩の藩政改革 

・下級武士 おこぜ組 による財政再建 

   

⑤幕府伊豆代官 江川太郎左衛門 の改革 

 

・伊豆に 反射炉 築造 

・江戸湾に 台場 築造（砲を置く土台） 


